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【2018年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1 共著

(1)弘文堂、全P283
(2)看護を学ぶ人のため
の心理学　ヒューマン・ケ
アを科学する、P243-244

遠藤公久（編）
大場良子

2019.２

2

3

（２）論文

1

2

3

（３）学会発表

1 共著
日本看護学教育学会第
28回学術集会、横浜

○宮部明美、鈴木玲
子、常盤文枝、山口
乃生子、大場良子

2 共著
日本看護学教育学会第
28回学術集会、横浜

○山口乃生子、、常
盤文枝、鈴木玲子、
大場良子、宮部明
美、菅野一枝

3 共著
第38回日本看護科学学
会学術集会、愛媛（松
山）

○鈴木玲子、宮部明
美、常盤文枝、山口
乃生子、大場良子、
東口晴菜

4 共著
第56回日本癌治療学会
学術集会、横浜

〇内山由紀、河村裕
美、矢後綾子、大場
良子

5 共著
第33回日本がん看護学
会学術集会、福岡

○大野明美、大場良
子

（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1 2016.4～2020.3

2 2018.4～2022.3

3 2018.4～2022.3

看護を学ぶ人のための心理学　ヒューマ
ン・ケアを科学する
コラム「グループと看護」

がん看護、緩和ケア、健康心理学

修士（カウンセリング）

1995年埼玉県立衛生短期大学、2002年青山学院大学文学部教育学科、2010年筑波大学大学院人間総合科学研究
科博士前期課程

2004年埼玉県立大学保健医療福祉学部助手、2007年埼玉県立大学保健医療福祉学部助教、2011年埼玉県立大学
保健医療福祉学部講師、2018年埼玉県立大学保健医療福祉学部准教授

日本看護科学学会、日本看護教育学会、日本がん看護学会、日本ヒューマン・ケア心理学会（理事）、日本健康心理
学会、日本カウンセリング学会、埼玉県立大学保健医療福祉科学学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

該当なし

PBL・TBL混合型教育プログラムの評価－
成人看護学２科目で実施して－

ホルモン補充療法を長期継続使用してい
る子宮頸がん患者が抱く終了体験

該当なし

研究開発センター（Eプロジェクト）
シームレスながん医療を促進するコーディネー
ト能力向上プログラムの開発とその有効性の検
討

競争的資金等の名称

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究
C）

PBLテュートリアルを活用した看護師の教
育指導力向上を目指した研修プログラム
の評価

中堅看護師の教育力深化を目指したアクティブ
ラーニング型研修の開発と評価

地域包括緩和ケアの充実に向けた家族への教
育支援プログラムの開発(研究分担者）

継続的なアクティブラーニングによる看護
大学生の態度および問題解決能力の変
化

”あなたが描くライフデザインを応援する”
未来キレイプロジェクトの取り組み

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究
C）



３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2018.9

2 2018.1

3 2018.11

4 2018.11

5 2018.11

（２）演習

1 2019.1

2 2018.11

（３）実習

1 2018.5～2018.6

2 2018.7

3 2018.9

4 2018.10

（４）論文指導

1 2018.4～2018.12

2

3

（５）その他

1 2018.4～2019.3

2

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1
自治医科大学附
属さいたま医療セ
ンター

2018.10～11

2
川口市立医療セン
ター

2019.2

3 埼玉県立大学 2018.10

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1 ２年

2

3

学年担任および国家試験対策プロジェク
ト

看護学科４年次生の相談支援と国家試験対策を担当した。

エデュケーションナース研修 エデュケーションナース研修

公開講座の開催
がんになっても自分らしく生きよう～元気な家
族、仲間でいるために～

新人看護師を育てるとは新人担当者研修

日本ヒューマン・ケア心理学会 理事、研修会委員

PBLを用いて周手術期患者の看護過程の学習を促すための支援を
行った。

災害看護の理解を深めるために、救急に必要な看護技術演習およ
び、災害に関する机上シミュレーション、救護所設営とトリアージの体
験、避難所における看護など、災害看護の全体の運営を行った。

成人看護学実習Ⅱ
３年生を対象に、内科病棟を使用して８週間（２週間×４クール）の臨
地実習指導を行い、個別性を踏まえた慢性期、終末期看護の理解を
促すように関わった。

総合実習
4年生を対象に、内科/外科病棟を使用して３週間の臨地実習指導を
行い、自己課題が達成できるよう支援した。

卒業研究 学部生５名の卒業研究と論文指導を行った。

IPW実習 IPW実習のファシリテーターとして学習環境の整備とチーム活動を支援した。

成人看護学実習Ⅲ

初学者向けの臨床事例を用い、コミュニケーションの基本となる傾聴
技法について演習（一部、講義を含む）を行った。

成人看護学実習Ⅲ

災害と災害看護における基礎知識として、災害医療の特徴、災害サ
イクルにおける看護、災害後のストレスとこころの看護について教授
した。国際看護支援については国境なき医師団の看護師に依頼し講
義していただいた。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

成人看護学Ⅲ

がん看護

成人看護学Ⅲ

カウンセリング技法

理学療法学科の演習授業の１コマを活用し、緩和ケアとリハビリテー
ションについて１コマ講義を行った。

がんサバイバーの理解と各プロセスに特徴的な心理について、実際
の体験者の映像や事例を活用や、患者心理に関する研究成果や患
者会支援活動に関する講義を取り入れて授業を行った。そのほか、
がん治療後の外見変化とアピアランスケアに関する講義と演習を組
み合わせて行った（３コマ）。

理学療法学科＿地域理学療法学演習

認定看護師教育課程（緩和ケアコース）
【専門科目】緩和ケア受ける患者の心理
社会的ニーズとケア

がん医療の基本的知識をはじめ、最新情報を盛り込み、講義だけで
なく演習を取り入れて授業を行った。ほか、ゲストスピーカーにがん
体験者をお招きした。

性と生殖に関する疾患の特徴と、外科治療後の後遺症に対する看
護について講義した。



（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

1
認定ＮＰＯ法人オレンジティのスタッフとして、女性特有がん体験者の支援活動を行っている。その他、学内でのがん体験者、家族、
友人向けのかんわケアサロン開催や公開講座の実施

保健委員会

該当なし

該当なし

国家試験対策プロジェクト

該当なし


